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本意見交換会の目的
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官公庁においては適合性証明手法への活用、事業者においては製品・サービスの検討において重要な国
際標準を把握いただくことを目的とする。

日本の無人航空機に係る法制度で参照しうる国際標準

官公庁

規制を満たすためのMoC（適合性
証明手法）の観点で、どのような国
際標準が存在するかを把握し、検討
の材料として活用いただく。

事業者

製品・サービスを検討するにあたり、
国際標準の観点で満たすべき要件を

把握いただく。
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標準化動向の調査方法
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無人航空機に関する規制当局・国際標準化機関の全体像
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ICAOが規定する国際標準・勧告方式と整合させながら各国航空局が法規制を策定している。

標準化機関等

EASA FAA

ICAO

法規制・MoCの検討材料

意見表明
国際標準及び勧告方式の採択、
シカゴ条約付属書の採択及び改正審議等

•多様な分野の製品
やマネジメントシ
ステム等の国際標
準を発行
• UASに加え、AAM

もスコープに追加

•多様な分野の試験
方法や仕様、作業
方法等を標準化
•航空分野でも幅広
い標準が策定され、
FAAが引用

•航空宇宙機器・
自動車関連の民間
標準化団体
•大型機体を中心に、
機体・システム・
動力源等の標準を
FAAが引用

•航空システムに
特化した団体
•空港のセキュリ
ティやカウンター
UASといった機体
以外もスコープと
し、標準をFAAが
引用

•航空（機体や地上
設備、システム）
に関する標準を作
成する団体
• WGの50%がRTCA、

10%がSAEと連携
し標準をEASAが
引用

ISO ASTM SAE RTCA EUROCAE

JCAB、各国航空局

• 63カ国の航空局と
産業界が参加
•機体認証、オペ
レーター・操縦士、
安全リスク管理、自
動化を中心にガイ
ダンスマテリアルを
作成

左記同様 左記同様

法規制・MoCの検討材料

JARUS
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国際規格一覧の参照先
国際規格一覧の作成にあたり、欧州のEUSCGや米国のANSIのレポート及び各標準化機関のウェブサイ
トを参照している。

米
国

SHEPHERD 

（HORIZON 2020 funding PJ）

 EUの資金援助で3年間実施されるEASAのリサーチプロジェクトであり、安全確保の観
点から標準規格と規制との適合性を確認

 AW DRONESでスコープ外とされていた、技術的観点でのGap分析を実施

International 

Organization for 

Standardization

ANSI Unmanned Aircraft 

Systems Standardization 

Collaborative (UASSC)

 ドローンビジネス成立のためのロードマップとギャップ分析結果をまとめたレポートを
作成

 毎年1、2回「Gaps Progress Report」を公開
– ギャップには優先順位が付けられている
– 標準規格が定められていない73のギャップを認識（2024年11月時点）

The European UAS Standards 

Coordination Group (EUSCG)

 「European UAS Standardization Rolling Development Plan（RDP）」の作成
 各標準化団体において、機体の安全確保やU-Spaceの規制の成立のためにどのよう
な議論がなされているかを整理

標
準
化
機
関 American Society for 

Testing and Materials

Radio Technical 

Commission for 

Aeronautics

European Organization 

for Civil Aviation 

Equipment

欧
州

SAE International
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調査方法の例（ASTMの場合）
国際規格一覧の整理において、ASTMの場合はF38「無人航空機」、F44「一般航空機」に関する規格と
ワークアイテム一覧を参照して調査している。

ASTM F38「無人航空機」に関する規格とワークアイテムの概要（左）
細かく以下のセクションに分かれており、クリックすると規格の一覧（右）を見ることができる。
・F38.01 Airworthiness（耐空性）
・F38.02 Flight Operations（運航）
・F38.03 Personnel Training, Qualification and Certification（訓練・資格及び認証）
・F38.90 Executive（管理）
※F44「一般航空機」についても同様のページが存在

出所）ASTM「Committee F38 on Unmanned Aircraft Systems」https://www.astm.org/membership-participation/technical-committees/committee-f38/subcommittee-f38
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国際規格一覧の概要
以下のような国際規格一覧を作成し、ReAMoウェブサイトで公開している。
月次レポートの【別紙1】標準化機関のWG及びWork Item一覧として掲載している。

標準化機関 WG No. 規格・ワークアイテム 状態 関連分野
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規格の整理
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欧米における規格の分析
欧州では、無人航空機に関するEU規則に既存の規格が適合するかを調査するSHEPHERDプロジェクト
を行った。
米国では、ドローンビジネス成立のために不足している標準化領域を調査した。

規格一覧の作成・
管理を依頼

一覧を更新、
提供

EUSCGが収集し
た800件超の国際
規格・規制を分析
し、国際標準・規制
の不足部分の特
定・対応を提言

UASの標準化の現
状と望ましい状況
を説明する、包括
的なロードマップと
不足部分の特定・
対応を提言

調査に参加
欧州UAS標準調整グループ

HORIZON 2020 funding PJ 
米国規格協会

欧州 米国
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規格整理の目的
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規格を適合性証明手法として活用できるかを知るためには規格の体系的な評価・分析が必要。今回は、
規格調査の入り口の位置づけで、日本の無人航空機の飛行に関する許可・承認の審査要領（カテゴリー
Ⅱ飛行）の要件に関係する規格を整理した。

• 無数の規格から手探りで調査する敷居が高
いことから、規制当局・事業者が取り組むべ
き規格調査の導入として位置付ける

• 無人航空機の飛行に関する許可・承認の審
査要領（カテゴリーⅡ飛行）の要件に関係す
る規格を整理

• なお、カテゴリーⅢ飛行については、日本で
は実績が少なく、審査要領で参照されるリス
ク評価手法のもとになった欧州のSORAにつ
いてMoCを検討中であること、米国の目視外
飛行規則を満たすメタスタンダードがASTM

で開発中であることから、カテゴリーⅡ飛行
を扱うこととした

法規制

ガイドライン

国際標準

自社ルール

• 航空法
• 施行規則

• 無人航空機の飛行に
関する許可・承認の
審査要領審査要領
（カテゴリーII、III）

• ASTM
• EUROCAE
• ISO
• ・・・

• 安全対策等

無人航空機の法体系

規制当局に対し
て要件への適合
性を示す際の、
適合性証明手法
として活用
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日本で参照し得る規格特定の考え方
審査要領を抽象化した要件に該当する規格をキーワードベースで抽出し、日本で参照し得る規格の絞り
込みを実施。

規格抽出 規格絞り込み

海外の機関で
参照されて
いる規格

審査要領
の要件を
抽象化し
た項目に
該当する
規格

日本に
おいて
重要な
規格

機体の姿勢制御

機体の自動化

規格をインプットし、キーワードで整理
審査要領の要件に該当する規格を

抽出

今回のインプット
• SHEPHERD 「SHEPHERD」
• ANSI 「GAPS PROGRESS REPORT」

今後追加しうるインプット
• 有人機側
• 日本独自の規制
• 標準化機関で議論中のワークアイテム

・・・
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カテゴリーⅡ審査要領の要件抽象化の考え方
カテⅡ審査要領の4章と5章を対象に、各要件に記載されている内容・用語から抽象化。

審査要領の要件（抜粋） 抽象化した要件 抽象化の解釈

4-1-1 (1) 鋭利な突起物のない構造であること（構造上、必要なものを除く。）。 機体の安全性 • 鋭利な突起物のない構造は、
機体の安全性に関わると判
断

4-1-1 (4) 遠隔操作により飛行させることができる無人航空機の場合には、上記
(1)～(3)の基準に加え、次に掲げる基準にも適合すること。

・特別な操作技術又は過度な注意力を要することなく、安定した離陸及
び着陸ができること。
・特別な操作技術又は過度な注意力を要することなく、安定した飛行

（上昇、前後移動、水平方向の飛行、ホバリング（回転翼航空機に限
る。）、下降等）ができること。

・緊急時に機体が暴走しないよう、操縦装置の主電源の切断又は同等
な手段により、モーター又は発動機を停止できること。

・操縦装置は、操作の誤りのおそれができる限り少ないようにしたもので
あること。
・操縦装置により適切に無人航空機を制御できること。

機体の姿勢制御
機体のフェールセーフ機能

• 安定した離陸及び着陸や飛
行について、機体の姿勢制
御に関わると判断

• 操縦装置の主電源の切断等
によりモーターまたは発動機
を停止する機構は、フェール
セーフに関わると判断

4-1-2 (4) 事故発生時にその原因調査をするための飛行諸元を記録できる機能を
有すること。

ドローン用フライトレコーダー • 事故の記録をする機能につ
いて、フライトレコーダーに
関わると判断

4-2 (1) 飛行を予定している無人航空機の種類（飛行機、回転翼航空機、滑空
機、飛行船のいずれか）別に、10 時間以上の飛行経歴を有すること。
ただし、4－1－1 (5)のただし書きが適用される機体を飛行させる場合は、
10 時間の飛行経歴に代えて、予定する飛行の方法並びに機体の機能

及び性能を勘案し安全飛行のために十分と認められる飛行経歴（製造
者が設定した操作訓練時間など）とすることができる。

操縦者資格 • 10時間以上の飛行経歴につ

いて、操縦者資格に関わる
と判断
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キーワードの設定方法
カテⅡ審査要領の要件に該当する規格の抽出にあたり、弊社にてキーワードを設定。
例えば、抽出化した項目「危害の軽減」の場合、関連するANSIのセクションで使用されている
“Parachute”、“Hazard”、“Mitigation”をキーワードとした。

キーワードの考え方

ANSIのセクションに含まれるキーワードを参照※しつつ、審査要領を抽象化した要件に関係する
キーワードを独自に設定。
抜け漏れがないようSHEPHERDプロジェクトの結果で使用される用語と突合。
※ANSIのセクションにない要件については、審査要領を抽象化した要件に関係すると思われるキーワードを独自に設定

ANSIで特定されたギャップ（一部） Gap A17 パラシュートのセクション

危害の軽減では、Gap A16とGap A17を関連するセクションと
考え、各セクションから、Parachute・Hazard・Mitigationの3つ

のキーワードを設定

出所)ANSI「Gaps Progress Report」https://share.ansi.org/Shared%20Documents/Standards%20Activities/UASSC/November_2024_ANSI_UASSC_Roadmap_v2_Gaps_Report.pdf

Gap タイトル

A1 Design and Construction (D&C) Standards.

A2 UAS System Safety

A4 Avionics and Subsystems

A6 Alignment in Standards Between Aviation and Cellular Communities

A7 UAS Navigation Systems

A8
Protection from Global Navigation Satellite Signals (GNSS) Interference 

Including Spoofing and Jamming

A9 Detect and Avoid (DAA) Capabilities

A10 Software Considerations and Approval

A11 Flight Data and Voice Recorders for UAS

A12 UAS Cybersecurity

A13 Electrical Systems

A14 Power Sources and Propulsion Systems

A16 Mitigation Systems for Varous Hazards to UAS

A17
Parachute or Drag Chute as a Hazard Mitigation System in UAS 

Operations over People (OOP)

A18 Maintenance and Inspection (M&I) of UAS

A19
Enterprise Operations: Level of Automation/Autonomy and Artificial 

Intelligence (AI)

A20 Unlicensed Spectrum Interference Predictability

A21 Blockchain for UAS

14
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（参考）審査要領を抽象化した各要件に関連するキーワード一覧
審査要領を抽象化した要件毎に弊社が設定した規格抽出用キーワードの一覧を示す。

審査要領を抽象化した要件 規格抽出用キーワード

機体の安全性 Safety

操縦者補助（表示）の機能 Display

機体の姿勢制御 Control, Stability, Stabilization, Attitude, Flight Control

機体の自動化 Automation, Autonomy, Artificial Intelligence, AI

危害の軽減 Mitigation, Parachute, Hazard

灯火装備 Light

操縦用通信 Communication, Cellular, C2, Command

ドローン用フライトレコーダー Recorder

機体のフェールセーフ機能 Fail safe, Malfunction

戦略的対策 Mitigation, Strategy

戦術的対策 Tactical, DAA

運航体制 Structure, Management, Operation system, Crew

第三者上空（over people） Over people

夜間飛行 Night

目視外飛行 BVLOS, Beyond, Visual

レポーティング Report, Diary

操縦者資格 Qualification, Pilot, License, Certification

操縦者の訓練 Training

整備 Maintenance

気象情報 Weather

突風測定 Gust, Blast, Flurry, Wind

UTM UTM

15
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規格絞り込みの例（ASTM規格の場合）
整備に関する規格のうち、ASTM規格F3600-22はSHEPHERDとANSI両方で挙げられており、日本でも
MoCとして活用できる可能性がより高い。

審査要領（カテⅡ）
項番

要件

4－3－ (12)

(12) 特定飛行を行う場合は、「無人航空機の飛
行日誌の取扱要領」に従い、定期的に機体の点
検・整備を行うとともに、点検・整備記録を作
成すること。

4－3－2 (1) a) b)

無人航空機の点検・整備
4－1及び5．に掲げる無人航空機の機能及び性
能に関する基準に適合した状態を維持するため、
次に掲げる事項に留意して、機体の点検・整備
の方法を記載すること。
a) 機体の点検・整備の方法
記載内容の例としては、以下のとおり。
・定期的又は日常的な点検・整備の項目
・点検・整備の時期等
b)機体の点検・整備の記録の作成方法
記載内容の例としては、以下のとおり。
・点検・整備記録の作成手順
・点検・整備記録の様式等

「整備」に抽象化

「maintenance」をキーワードに設定

規格番号 タイトル

ASTM F2483-18 

F2483-18 Standard Practice for 

Maintenance and the Development of 

Maintenance Manuals for Light Sport 

Aircraft

ASTM F2909-19 

Standard Practice for Maintenance and 

Continued Airworthiness of Small 

Unmanned Aircraft Systems (sUAS) 

ASTM F3366-19 

Standard Specification for General 

Maintenance Manual (GMM) for a small 

Unmanned Aircraft System (sUAS)

ASTM F3600-22 

Standard Guide for Unmanned Aircraft 

System (UAS) Maintenance Technician 

Qualification

ASTM WK88720 

New Specification for Standard Guide for 

Advanced Air Mobility (AAM)  

Maintenance Technician Qualification. 

SHEPHERDで列挙

ANSIで列挙

SHEPHERD・ANSI両方で列挙

凡例

16
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審査要領と規格紐づけのアウトプットイメージ
審査要領の要件に対応する形で日本で参照しうる規格を整理した。

審査要領を抽象化した要件 審査要領（カテⅡ）の項番
日本で参照しうる規格

SHEPHERDで列挙されている ANSIで列挙されている

機体の安全性 4-1-1 (1) 
ASTM F3309/F3309M-21

ASTM F3389/F3389M-21

SAE ARP4761A

SAE ARP4754B

EUROCAE ED-300

SAE AIR7121 

操縦者補助（表示）の機能 4-1-1 (3) ― ―

機体の姿勢制御 4-1-1 (4) ― ―

機体の自動化 4-1-1 (5) ―

SAE AIR6994

SAE ARP6983

ANSI/UL 4600

危害の軽減
4-1-1 (1)

4-1-2 (3)

5-2 (1) a)

ASTM F3389/F3389M-21

ASTM F3322-18

EUROCAE ED-279

SAE AS6999

SAE AS7371

ASTM F3389/F3389M-21

ASTM F3322-22

灯火装備
5-1-1 (1)

5-3 (1)
―

SAE ARP6336

SAE AIR8470

操縦用通信 4-1-2 (2)

ASTM F1583-95(2019) 

ASTM F3002-14a 

EUROCAE ED-301

IEEE 802.15.3c-2009

IEEE 802.11-2020

IEEE 802.22-2017

ISO 16803-1:2016

―

ドローン用フライトレコーダー 4-1-2 (4) ― ―

17
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Thank you
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